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N % N %
＜学年＞ 4 3 ＜性別＞
小1 21 22.7 男 39 44.3
小2 16 18.2 女 49 55.7
小3 15 17.0 ＜平均身長＞
小4 8 9.1 130.7cm±13.91
小5 15 17.0 ＜平均体重＞



































































































運動能力が優れていると思います 87 3.59 1.22
たいていの運動は上手にできる 87 3.60 1.04
練習すれば必ず技術記録は伸びると思う 87 4.33 .87
努力さえすればたいていの運動は上手にできる 87 4.03 .98
運動をしているとき先生が励ましたり応援してくれる 86 3.84 1.07
友達が励ましたり応援してくれる 86 4.07 1.03
運動しようと誘ってくれる友達がいる 85 3.66 1.33
上手な見本としてよく選ばれる 87 2.47 1.30
一緒に運動する友達がいる 87 3.90 1.18
運動について自信をもっている 87 3.40 1.31
少し難しくても努力すればできる 87 4.02 1.01
あきらめないで練習すればできるようになる 87 4.28 .91
表９．運動有能感と習い事費用の関係
 N MEAN±S.D F値
身体的有能さ 1万円未満 66 13.70±3.49 1.74
1万円〜1万5千円未満 11 12.45±3.14 1.04
1万5千〜2万円未満 8 15.88±3.14 .87
N.A. 2 12.00 .98
統制感 1万円未満 66 16.71±3.13 1.05
1万円〜1万5千円未満 11 16.27±2.72 1.03
1万5千〜2万円未満 8 17.63±2.92 1.33
N.A. 2 13.50±2.12 1.30
受容感 1万円未満 63 15.63±3.12 .168
1万円〜1万5千円未満 10 15.80±3.99 1.31
1万5千〜2万円未満 8 14.88±3.48 1.01
N.A. 2 15.00±1.41 .91
65
ではないかと考えられる。また，自由記述で
夏季は，酪農や農業の忙しさから子どもとの
運動に関する交流が取れず，冬季のスキーや
ソリを活用してコミュニケーションを図って
いることも明らかとなった。運動が苦手な子
どもたちへの環境提供として夏季に保護者を
介せずに行えるイベントや講習会が開催され
れば今後，解消される可能性も示唆できる。
これは，今後の課題としてより具体的に検討
していくことが求められるだろう。
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